
卒業時アンケート調査（結果）　≪抜粋≫　卒業生　2013～2018

卒業時アンケートは、各年度において卒業を予定している学部在学生を対象とする調査で、毎年2～3月に実施しています。

このアンケートの目的は、学生が本学での学びを経て、どのような知識・能力を伸長させたかを可視化するとともに、大学内容への満足度等、

卒業時点における本学に対する評価を把握することにあります。

【製造学科】 【建設学科】

Ｑ6-1とＱ7-1は大学への満足度を問う設問で、入学時と卒業
時を学生自身が確認するものでもある。

各年度の2つの設問を比較すると、「満足していた（る）」と
「少々満足していた（る）」の合計は、いずれの年度も、両学
科とも、卒業時の方が入学時を上回っている。

また、卒業時の満足度は80％前後の年が多い。

Ｑ8は在学中の取組みについての設問で、学生自身が学生
生活を振り返る意義がある。

年度により、学科により順位は変動があるが、「Ｅ実験・実
習」「Ｆインターンシップ」「Ｇ卒業研究」が多くなっている。

また製造（現総合機械）学科では、「Ｈサークル等課外活動」
が上位3項目に匹敵しており、学生フォーミュラ、ロボコン等
のプロジェクト活動の効果と考えられる。
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Ｑ６-１ 入学当初、本学に入学したことに満足していましたか。

A 満足していた

B 少々満足していた

C どちらとも言えない

D 少々不満であった

E 不満であった

無回答
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Ｑ７-１ 現時点（卒業時）の満足度はどうですか。

A 満足している

B 少々満足している

C どちらとも言えない

D 少々不満である

E 不満である

無回答
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Ｑ６-１ 入学当初、本学に入学したことに満足していましたか。

A 満足していた

B 少々満足していた

C どちらとも言えない

D 少々不満であった

E 不満であった

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2013

2014

2015

2016

2017

2018

Ｑ７-１ 現時点（卒業時）の満足度はどうですか。

A 満足している

B 少々満足している

C どちらとも言えない

D 少々不満である

E 不満である

無回答
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Ｑ８ 次の中で大学在学中にもっとも熱心に取り組んだことは

何ですか。（複数回答可）

A 一般教養的科目
B 数学・物理等の工学基礎科目
C 語学
D 講義・演習（専門知識・理論）
E 実験・実習（技能・技術）
F インターンシップ
G 卒業研究
H サークル等、課外活動
I 資格取得
J 就職活動
K アルバイト
L ボランティア・社会貢献
M その他
無回答
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Ｑ８ 次の中で大学在学中にもっとも熱心に取り組んだことは

何ですか。（複数回答可）

A 一般教養的科目
B 数学・物理等の工学基礎科目
C 語学
D 講義・演習（専門知識・理論）
E 実験・実習（技能・技術）
F インターンシップ
G 卒業研究
H サークル等、課外活動
I 資格取得
J 就職活動
K アルバイト
L ボランティア・社会貢献
M その他
無回答

次 中 大学在学中 最も身 た能力 ある は将来



回答者の卒業生数に対する比率 回答者の卒業生数に対する比率
卒業年度 回答者数 卒業生数 回答率 卒業年度 回答者数 卒業生数 回答率
2013 77 85 90.6% 2013 79 88 89.8%
2014 80 85 94.1% 2014 73 84 86.9%
2015 73 83 88.0% 2015 82 95 86.3%
2016 82 92 89.1% 2016 88 102 86.3%
2017 83 84 98.8% 2017 119 124 96.0%
2018 87 87 100.0% 2018 137 138 99.3%

Ｑ9は在学中に見についた能力について振り返る設問であ
る。

番目に挙げられている項目は「Ｅコミュニケーション力・協調
性」であり、日常からものづくりにはコミュニケーションが欠か
せないという指導と、実際にチームで活動する勝訴が授業の
中にも取り入れていることなどの成果と考えられる。

Ｑ11-1は大学の施設・設備への満足度を問う設問である。

「満足していた」と「少々満足していた」を合わせた満足方の
回答の比率は、年度と学科により多少の差があるが、6割前
後となっている。

一方で、「少々不満であった」「不満であった」という卒業生も
おり、11-2で不満内容を確認しており、その点への対応が求
められる。

Ｑ25は、最終設問として、本学の特色への期待を問う設問で
ある。

最も多いのはどの学年も、両学科共「Ａ教育（実技中心）の充
実」であり、Ｑ9の身についた能力と一致していると捉えられ
る。

また、研究、社会貢献、産業界との連携がほぼ対等に次点を
占めており、卒業生が学生生活でそれぞれ触れた経験によ
り異なっているものと思われる。
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Ｑ９ 次の中で大学在学中に最も身についた能力、あるいは将来

役に立つと思う能力は何ですか。（複数回答可）

A 技能・技術

B 基礎学力

C 専門知識・理論

D 語学力

E コミュニケーション力・協調性

F プレゼンテーション力・企画力

G アイデア力・独創性

H リーダーシップ・統率力

I 忍耐力・継続性

J 実行力・責任感

K 学習習慣・生活習慣

L その他

無回答
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Ｑ９ 次の中で大学在学中に最も身についた能力、あるいは将来

役に立つと思う能力は何ですか。（複数回答可）

A 技能・技術
B 基礎学力
C 専門知識・理論
D 語学力
E コミュニケーション力・協調性
F プレゼンテーション力・企画力
G アイデア力・独創性
H リーダーシップ・統率力
I 忍耐力・継続性
J 実行力・責任感
K 学習習慣・生活習慣
L その他
無回答
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Ｑ１１-１ 大学の施設・設備は満足でしたか。

A 満足していた

B 少々満足していた

C どちらとも言えない

D 少々不満であった

E 不満であった

無回答
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Ｑ１１-１ 大学の施設・設備は満足でしたか。

A 満足していた

B 少々満足していた

C どちらとも言えない

D 少々不満であった

E 不満であった

無回答
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Ｑ２５ 次の中で本学の特色として期待することは何ですか。（複数回答可）

A 教育（実技中心）の充実

B 研究（理論中心）の充実

C 社会貢献

D 産業界（企業）と大学の連携

E 高校と大学の連携

F 国際化への対応

G 課外活動の充実

H その他

無回答
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Ｑ２５ 次の中で本学の特色として期待することは何ですか。（複数回答可）

A 教育（実技中心）の充実

B 研究（理論中心）の充実

C 社会貢献

D 産業界（企業）と大学の連携

E 高校と大学の連携

F 国際化への対応

G 課外活動の充実

H その他

無回答
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